
信じることの美しさ けやき通り de 20 年 
 

 

 

開廊から 10年たった頃でしょうか、気づかされたことがありました。 

ギャラリーでなにかを探し、 

そして求めているという方たちが、 

その答えに繋がるなにかを見いだそうと、 

真剣な眼差しで作品と向かい合っているということです。 

人は信じることを失いかけ、 

たとえはかなさと感じたとしても、 

なにか交感し合える世界があることで勇気づけられたりもします。 

見えてくる真剣さや純粋さ、 

何よりも信じようとする姿が美しいことだと教えられました。 

ギャラリーが、そのような場所であり続けたいと考えています。 

森田俊ー郎 

 


